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第　

 

号 

主
な
内
容

『 同関協だより 』 編集委員会では、
ご意見・ご感想を募集しています。
QＲコードをスマートホンで読み取って
いただければ、フォームが開きます。

ご意見・ご感想はこちら

来
年
二
〇
二
三
年
は
、い
よ
い

よ
宗
祖
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立

教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要

が
本
山
に
お
い
て
勤
ま
る
。「
同

関
協
」の
慶
讃
事
業
と
し
て
、

慶
讃
法
要
期
間
中
で
あ
る
二

〇
二
三
年
四
月
十
二
日
に「
記
念
大

会
」を
開
催
す
る
予
定
で
、目
下
準
備

を
進
め
て
い
る
。そ
れ
に
先
駆
け
て
、

二
回
の「
是
旃
陀
羅
」問
題
を
考
え
る

奉
仕
団
を
開
催
し
た
。「
記
念
大
会
」の

場
で「
同
関
協
」と
し
て
の「
是
旃
陀

羅
」問
題
に
対
す
る
基
本
姿
勢
を
ど
の

よ
う
に
表
明
し
、こ
れ
か
ら
の
方
針
を

打
ち
出
す
の
か
を
議
論
し
た
。「
記
念

大
会
」で
の
表
明
が
、「
同
関
協
」の
み

な
ら
ず
宗
門
全
体
に
広
が
り
、経
典
・

聖
教
を
も
う
一
度
学
び
直
す
契
機
と

し
て
発
信
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。ま

た
、二
〇
二
四
年
、「
同
関
協
」は
発
足

五
十
周
年
を
迎
え
る
。差
別
の
な
い
世

界
を
願
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
こ
の
組
織

の 

五
十
年
の
あ
ゆ
み
を
総
括
し
、そ
し

て
今
後
何
を
運
動
の
原
理
と
し
て
活

動
し
て
い
く
の
か
が
、本
号
の
編
集
会

議
で
も
議
題
と
し
て
あ
が
っ
た
。発
足

当
初
と
比
べ
て
会
員
の
あ
り
方
も
変

わ
っ
て
き
た
中
で
、こ
れ
か
ら
の「
同
関

協
」の
存
在
意
義
に
つ
い
て
、様
々
な
立

場
の
人
を
交
え
て
た
ず
ね
て
い
き
た

い
。　
　
　
　
編
集
委
員
　
浜
口
和
也

編集後記 

宗祖親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃テーマ

あなた　人間　忘れていませんか？
共に、朋に、友に生き遇いましょう

人間を忘れない！

”昭和の香り”色濃く残る大阪のイルなゲット＝ドヤ街「西成」・釡ヶ崎は三角公園近くの長屋で生まれ育つ。独自のHip 
Hop、Reggaeスタイルで、『SHINGO★西成』というジャンルを確立した。これまで幅広い客演の数々がそれを物語り、
いまや大阪のフッドスターとなった。SHINGO★西成が主催した”米カンパライブ”では、炊き出し用の米を約３t集めて、
すべて寄付した。2021年”昭和レコード”の看板を引き継ぎ、2022年7枚目のアルバム『独立記念日』をリリース。日本、関
西、大阪、地元西成から世界に向けて魂の叫びを響かせる。

キンモクセイの香りが
大阪、下町、路地まで広がり、
「また、この季節がきたね！」
とオレンジ色が好きなオカンが
ココにいたら言うてるなあと
やさしくなれた中で、
コレを書いてます、まいど。

先日、東本願寺におじゃましました。
お寺が、さらにみんなの出遇う場所に
なればいいですね。
お寺が、もう一度みんなの「居場所」に
なればいいですね。
ガキの頃、お寺の存在を近くに感じなかった
ボクはなんかよう分からなかったがさみしくな
かった。
よう考えたら近所のオッちゃん、オバちゃんが
ボクのお寺でした。
家賃4,100円の高速道路の下の長屋で育ちま
したが、いつも誰かが声かけてくれるし、エエ
ことも良くないことも

2023/４/12 16：00～ SHINGO★西成 with DJ FUKU ライブ
東本願寺御影堂門前・市民緑地帯／参加費無料

「あんなことあってん！」
「こんなことあってん、、」
と話を聞いてくれる存在が年齢性別、人種
職業問わずそばにいてくれました。
ときには、オカンがボクの面倒を見れない
ときは、隣りの家族が、向かいのオッちゃん
が、スナックやってるオバちゃんがボクに何
不自由感じさせず一緒にいてくれました。
「街づくり」は「ヒトづくり」から。
親や家族が子供を育てられなければ、街が
子供を育てる。くらいのフトコロの深い街が
地元でよかったなあホンマ。
「どうせオレなんか、、」
「どうせボクなんか、、」
が口癖だったボクが、自分みたいなヒトが
いたら大丈夫、、大丈夫やで！
と伝えたい。助けたい。ひとりちゃうで。
って想いを言葉紡いで歌にしました。
ボクたちが「生きる」について
向き合うことこそ、救える命が
あると出遇いと別れから知りました。

SHINGO★西成

https://forms.gle/rr2NjVCPMdoBCTHe9

「命」は「時間」。
「命」と言えばえらい重く感じるなら、
「時間」を大切に、、です。
「時間の余裕」は「心の余裕」
につながります。
その余裕、つまり「時間」と「心」
をどう使うか？
「人間として再確認」
する時間に使いましょう！
2023年。4月。東本願寺にて。
「門前ライブ」させてもらいます。
喜怒哀楽を喜怒哀ラップにしましょう。
門も心も開放しましょう、一緒に。
失敗、挫折を知ったヒトが、いまこそ
立ち上がって声にする時です。
みなさんとお遇いできるのを
尊敬してる方のお言葉をお借りして
お伝えしますと、
「うれしく、たのしく、おごそかに、」
お待ちしております、おおきに。

SHINGO★西成(昭和レコード)
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２０２３年４月１２日　「同関協」慶讃法要　記念大会 & ライブ



合計
同関協だより65号　2

　２０２２年７月２０日、しんらん交流館大谷ホールで２０２２年度総会を開催した。
　冒頭の松尾英城会長の挨拶は、自身の思いをより明確に伝えたいと、例年になく総
会資料の中に挨拶文を掲載し、それを読み上げられる形で行われた。その中には、「同
関協」として明年に控える慶讃事業に対する取り組み状況の報告があり、「是旃陀羅」
「宗務改革」等の課題への取り組みに対する宗務当局への願いやお尋ね、近く「同関
協」５０周年を迎えるにあたっての思いを話された。
　宗門からは木越渉宗務総長と尾畑英和解放運動推進本部長がご臨席され、それぞ
れご挨拶をいただいた。木越渉宗務総長は、金沢の「真宗学院」を立ち上げられた時
の思い、部落解放同盟広島県連合会元委員長の小森龍邦さんとの思い出を織り交ぜ
ながら、松尾会長のお尋ねに少しでも応えられるように話された。
　総会では深溝暁さん(九州教区)が議長に選出された。スムーズな議事進行で各議
案の審議・承認がなされた。特に、議案第３号では、「第４条 会員の入会について」が別
記のとおり改訂が承認され、新役員では３役(会長・副会長・会計)の留任と下記のとお
りの役員があらためて選出・承認となった。
　報告事項として、「同関協」の慶讃事業について「記念大会部会」「奉仕団部会」「発行
部会」それぞれから現在の進捗状況が報告された。
　総会終了後の学習会では、1989年の「真宗大谷派糾弾会」の映像を視聴し、忘れて
はならない今の課題として共有した。
　なお、残念ながら今年も総会後の懇親会は新型コロナウイルス感染拡大防止の為、
見送られた。

議
案
第 

一 

号
　
二
〇
二
一
年
度
事
業
報
告

議
案
第 

二 

号
　
二
〇
二
一
年
度
決
算
書
並
び
に
監
査
報
告

議
案
第 

三 

号
　「
同
関
協
」規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第 

四 

号
　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
出
に
つ
い
て

議
案
第 

五 

号
　
二
〇
二
二
年
度
事
業
計
画（
案
）

議
案
第 

六 

号
　
二
〇
二
二
年
度
予
算（
案
）

　
私
に
と
っ
て
何
故「
部
落
差
別
問
題
」を
中
心
課
題
と
す
る
か
と
い
う
と
、部
落
差
別
問
題
に
よ
り
宗
祖
親
鸞
聖
人
の

門
徒
と
し
て
生
き
る
う
え
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い「
御
同
朋
御
同
行
」の
精
神
に
背
き
続
け
、そ
の
精
神
を
見
失
っ
て
い

る
と
い
う
事
実
に
気
づ
か
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

　
た
だ
、そ
の
気
づ
き
は
自
覚
的
な
も
の
で
は
な
く
、外
か
ら
の
指
摘
、つ
ま
り
、差
別
を
受
け
続
け
て
き
た
方
々
か
ら
の

真
の
同
朋
教
団
を
願
う
悲
痛
な
叫
び
で
あ
る「
糾
弾
」に
よ
る
覚
醒
で
す
。故
に
、ど
こ
か
私
た
ち
の
意
識
の
底
に「
や
ら

さ
れ
て
い
る
」と
い
う
お
も
い
が
、現
宗
門
内
の
諸
状
況
を
見
る
と
き
、今
な
お
消
え
る
こ
と
な
く
沈
澱
し
続
け
て
い
る

の
で
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。「
糾
弾
」を
縁
と
し
た
と
は
い
え
、気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
す
か
ら
、そ
の
後
の
歩
み

は
自
主
的
・
主
体
的
で
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。「
い
ま
も
糾
弾
中
だ
」と
い
う
言
葉
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　「
同
関
協
」は
、宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
厳
修
に
あ
た
り
、「
あ
な
た
、人

間
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？―

共
に
、朋
に
、友
に
生
き
遇
い
ま
し
ょ
う
ー
」を
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、「
是
旃
陀
羅
」問
題
の

解
決
へ
の
道
筋
が
見
出
せ
な
い
限
り
、法
要
が
慶
讃
法
要
に
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、「「
是
旃
陀
羅
」問
題
を
課
題

と
し
て
差
別
の
克
服（
人
間
性
の
回
復
）を
果
た
す
」と
い
う
こ
と
を
事
業
方
針
と
し
て
進
め
て
お
り
ま
す
。具
体
的
事

業
内
容
と
し
て
は「
記
念
大
会
」「
奉
仕
団
」「
記
念
冊
子
発
行
」の
三
部
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。現
在
担
当
の
部
会
員

さ
ん
た
ち
に
よ
り
、鋭
意
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
テ
ー
マ
と
事
業
に
込
め
た
願
い
は
、差
別
か
ら
の
解
放
を
願
求
し
、人
間
回
復
を
志
望
し
続
け
て
こ
ら
れ
た
先
輩
た

ち
の
思
い
を
継
承
し
た
私
た
ち
の
心
か
ら
の
叫
び
を
凝
縮
し
た
形
で
、宗
門
内
外
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
で
す
。ま

た
、そ
れ
は「
わ
た
し
自
身
の
差
別
構
造
に
向
か
う
も
の
」で
も
あ
る
の
で
す
。な
ぜ
な
ら
私
自
身
が
、ご
門
徒
方
の
前
で

『
観
経
』を
読
誦
し
て
き
た
か
ら
で
す
。こ
の
問
題
を
ご
門
徒
方
と
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
か
と
い

う
こ
と
が
最
重
要
課
題
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
と
も
に
悩
み
、と
も
に
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
も
の
で
す
。

総会報告
２０２２年7月２０日202２年度
しんらん交流館　大谷ホール

２０２２年度総会議案

3　同関協だより65号

真宗大谷派同和関係寺院協議会規程の一部変更について

 〈 現 〉（会員）
第４条　協議会は、次の各号に掲げる者をもって会員と
する。
（３）真宗大谷派の僧侶であって協議会の目的に賛同し
入会を希望する者。ただし、この場合は、入会届を会長に
提出し、第５条第１項第１号から第５号の役員の同意を得
なければならない。
２　上項第３号の同意を得た会員については、次の総会
において報告するものとする。
３　会員は、第９条第２項に定める会費を納入しなければ
ならない。

〈 変更後 〉（会員）
第４条　協議会は、次の各号に掲げる者をもって会員と
する。
（３）真宗大谷派の僧侶であって協議会の目的に賛同し
入会を希望する者。
２　上項第１号から第３号の者は、入会届を会長に提出
し、第５条第１項第１号から第５号の役員の同意を得なけ
ればならない。
３　上項の同意を得た会員については、次の総会におい
て報告するものとする。
４　会員は、第９条第２項に定める会費を納入しなければ
ならない。

⇨

①　第４条　会員の入会について
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委
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保
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齊
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真
宗
大
谷
派
同
和
関
係
寺
院
協
議
会 

会
長

ま 

つ 

お     

え
い
じ
ょ
う

松 

尾 

英 

城
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同
関
協
だ
よ
り　
号
65

目
1
1
1
1

歳入項目
会費

本山助成金
繰越金
雑収入
合計

予算額
600,000
1,500,000
216,104
896

2,317,000

前年度予算額
600,000
1,700,000
1,552,012

988
3,853,000

比較増減 （△ 減）
0

△ 200,000
△ 1,335,908

△ 92
△ 1,536,000

備　考
＠5,000円 *120ヵ寺

前年度より繰越金
銀行利息

目

1
2

1
2

1
2

1
2

1

1

歳出項目
会議費

総会費
会議費

事業費
組織拡充費
会報費

ブロック協議会費
助成費

聞き取り調査費
事務局費

事務局運営費
発送費

積立金会計回付金
積立金会計回付金

予備費
予備費

合計

予算額
1,000,000

300,000
700,000

750,000
250,000
500,000

150,000
150,000

0
210,000

110,000
100,000

150,000
150,000

57,000
57,000

2,317,000

前年度予算額
1,800,000

600,000
1,200,000

1,050,000
250,000
800,000

400,000
300,000
100,000

390,000
270,000
120,000

150,000
150,000

63,000
63,000

3,853,000

比較増減 （△ 減）
△ 800,000

△ 300,000
△ 500,000

△ 300,000
0

△ 300,000
△ 250,000

△ 150,000
△ 100,000

△ 180,000
△ 160,000
△ 20,000

0
0

△ 6,000
△ 6,000

△ 1,536,000

備　考

三役、常任、常任・専門、法要実行各委員会、会計監査

第2回「是旃陀羅」問題を考える奉仕団
『同関協だより』発行・編集会議

＠50,000 *3ブロック

2017年度より積立

2022年度 真宗大谷派同和関係寺院協議会 予算書
自 2022年7月1日　至 2023年6月30日 歳入の部　 2,317,000 円

歳出の部　 2,317,000 円
歳 入

歳 出

２０２２年度　事業計画 ・ 予算

項
1
2
3
4

項
1

2

3

4

5

6

5

同
関
協
だ
よ
り　
号
65

 《２０２２年 》
　１月２４日　　宗務総長面会（意見書提出）
　１月３１日　　第４回奉仕団部会（＊）
　２月１８日　　第５回奉仕団部会（＊）
　　　　　　　　聞き取り調査（コロナウィルス感染予防対策により中止）
　３月　８日　　第１回「是旃陀羅」問題を考える奉仕団（～9日）
　４月　５日　　第６回奉仕団部会（＊）
　　　１１日　　第４回法要実行委員会
　　　１３日　　第１回『同関協だより』第６４号編集会議
　５月１２日　　第２回常任委員会　　　
　　　１３日　　第２回記念大会部会
　　　２４日　　第２回『同関協だより』第６４号編集会議
　　　２８日　　美作騒擾百五十回忌法要（～２９日）
　　　２９日　　小森龍邦さんを偲ぶ会
　６月１３日　　第２回常任・専門委員会
　　　１４日　　第３回記念大会部会
　　　２３日　　第３回発行部会（＊）
　　　２３日　　第４回記念大会部会
　　　２９日　　第３回『同関協だより』第６４号編集会議
　　　３０日　　『同関協だより』第６４号発行
　　　　　☆　三役会　3/28・5/6・6/7・6/16・6/23（＊）
　　　　　☆　各ブロック協議会
　　　　   （＊）　リモート会議

《 ２０２１年 》
　７月　５日　　２０２０年度会計監査①
　　　１２日　　２０２０年度会計監査②
　　　１９日　　２０２１年度総会
　　　２０日　　第１回常任・専門委員会
　　　２０日　　第１回法要実行委員会
　９月　８日　　第２回法要実行委員会（＊）
　　　　８日　　第１回『同関協だより』第６３号編集会議（＊）
１０月　５日　　第１回奉仕団部会（＊）
　　　２０日　　第２回奉仕団部会
　　　２０日　　第２回『同関協だより』第６３号編集会議
１１月　８日　　第１回発行部会
　　　１５日　　第３回奉仕団部会（＊）
　　　１６日　　第１回記念大会部会
１２月１３日　　第２回発行部会
　　　１３日　　第１回常任委員会
　　　１３日　　第３回法要実行委員会
　　　１３日　　第３回『同関協だより』第６３号編集会議
　　　３１日　　『同関協だより』第６３号発行

　　　　　☆　三役会　7/13・8/3・11/22・11/30・12/2（＊）
　　　　　☆　各ブロック協議会
　　　　   （＊）　リモート会議

２０２１年度　事業報告 ・ 決算

備　考

三役、常任、常任・専門、法要実行各委員会、会計監査

第1回「是旃陀羅」問題を考える奉仕団
『同関協だより』発行、編集会議

100,000×九州・沖縄ブロック
美作騒擾１５０回忌法要

ZOOMライセンス 等

美作騒擾１５０回忌法要お供、弔電

比較増減 （△ 増）
△ 90,080

50,680
△ 140,760

99,510
△ 231,600
331,110

63,080
199,560

△ 136,480
232,928

221,348
11,580

0
0

26,642
26,642

332,080

歳 入

2021年度 真宗大谷派同和関係寺院協議会 決算書
自 2021年7月1日　至 2022年6月30日

項
1
2
3
4

目
1
1
1
1

歳入項目
会費

本山助成金
繰越金
雑収入
合計

歳 出

予算額
600,000
1,700,000
1,552,012

988
3,853,000

収入額
485,000
1,700,000
1,552,012

12
3,737,024

比較増減 （△ 増）
115,000

0
0

976
115,976

備　考
@5,000*96ヵ寺・講読料＠1,000*5

前年度より繰越金
銀行利息

　　　　　歳入の部　 3,737,024 円
　　　　　歳出の部　 3,520,920 円
歳入歳出差引剰余金　　216,104 円

項
1

2

3

4

5

6

目

1
2

1
2

1
2

1
2

1

1

歳出項目
会議費

総会費
会議費

事業費
組織拡充費
会報費

ブロック協議会費
助成費

聞き取り調査費
事務局費

事務局運営費
発送費

積立金会計回付金
積立金会計回付金

予備費
予備費

合計

予算額
1,800,000

600,000
1,200,000

1,050,000
250,000
800,000

400,000
300,000
100,000

390,000
270,000
120,000

150,000
150,000

63,000
63,000

3,853,000

決算額
1,890,080

549,320
1,340,760

950,490
481,600
468,890

336,920
100,440
236,480

157,072
48,652
108,420

150,000
150,000

36,358
36,358

3,520,920

積立金会計 2020年度繰越金 600,000 円
回付受金 150,000 円
合計 750,000 円 2021年度 残高

《２０２３年》

　１月　　日　　第５回発行部会
　　　　　日　　第５回記念大会部会
　２月　　日　　第６回発行部会
　　　　　日　　第６回記念大会部会
　　　　　日　　慶讃事業パンフレット発行
　３月　　日　　第７回記念大会部会
　　　　　日　　第３回法要実行委員会
　４月１２日　　慶讃法要記念大会
　　　　　日　　第１回『同関協だより』第６６号編集会議
　５月　　日　　第２回常任委員会　　　
　　　　　日　　第２回『同関協だより』第６６号編集会議
　６月　　日　　第５回三役会（＊）
　　　　　日　　第２回常任・専門委員会
　　　　　日　　第３回『同関協だより』第６６号編集会議
　　　３０日　　『同関協だより』第６６号発行

　　　　　☆　三役会　随時　　　　　
　　　　　☆　各ブロック協議会　随時
　　　　　☆　各作業部会　随時

　　　　  （＊）　リモート会議

積立金

《 ２０２２年 》
　７月１３日　　２０２１年度会計監査①
　　　１５日　　２０２１年度会計監査②
　　　２０日　　２０２２年度総会
　　　２１日　　第１回常任・専門委員会
　　　２１日　　第１回法要実行委員会
　８月　１日　　第１回記念大会部会
　　　　　日　　第１回奉仕団部会
　　　　　日　　第１回発行部会
　９月　８日　　第１回『同関協だより』第６５号編集会議
　　　　　日　　第２回記念大会部会
　　　　　日　　第２回発行部会
１０月　４日　　第２回「是旃陀羅」問題を考える奉仕団（～５日）　
　　　　　日　　第３回記念大会部会
　　　　　日　　第３回発行部会
１１月　２日　　第２回『同関協だより』第６５号編集会議
　　　　　日　　第４回記念大会部会
　　　　　日　　第４回発行部会
　　　　　日　　第２回奉仕団部会
１２月　　日　　第１回常任委員会
　　　　　日　　第２回法要実行委員会
　　　１３日　　第３回『同関協だより』第６５号編集会議
　　　３１日　　『同関協だより』第６５号発行
　　　　　　　　慶讃事業記念大会ポスター発行



同関協だより65号　67　同関協だより65号

第２回「是旃陀羅」問題を考える奉仕団

　
二
〇
二
二
年
十
月
四
日
〜
五
日
に
か
け
て「
同
関
協
」第
二
回「
是

旃
陀
羅
」問
題
を
考
え
る
奉
仕
団
を
、宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五

〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
。

　
三
月
の
第
一
回
奉
仕
団
に
引
き
続
き
、「
同
関
協
」元
会
長
の
片
山

寛
隆
氏
を
同
朋
会
館
教
導
に「
同
関
協
」会
員
十
七
名
が
出
席
し
、一

泊
二
日
で「
是
旃
陀
羅
」問
題
を
考
え
て
い
っ
た
。

　
松
尾
英
城「
同
関
協
」

会
長
の「
今
回
の
奉
仕

団
は
、今
後
の「
是
旃
陀

羅
」問
題
の
方
針
を
決

め
て
い
く
上
で
、非
常
に

重
要
な
奉
仕
団
に
な
る

と
思
っ
て
い
る
。今
後
こ

の
問
題
を
ど
の
よ
う
に

ご
門
徒
の
方
々
と
共
有

し
て
い
く
か
が
、課
題
と

し
て
残
さ
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。そ
こ
に
、

少
し
で
も
光
が
見
え
、

ま
た
、「
同
関
協
」五
十

年
の
歩
み
か
ら
、今
後
に
影
響
を
与
え
る
も
の
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
の

挨
拶
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
片
山
教
導
は
、三
月
の
第
一
回
奉
仕
団
か
ら
現
在
ま
で
の「
是
旃
陀

羅
」問
題
に
関
す
る
宗
門
内
の
経
過
を
振
り
返
ら
れ
た
。『
同
朋
新
聞
』

五
月
号
に
掲
載
さ
れ
た「「
全
国
水
平
社
創
立
百
周
年
」に
あ
た
っ
て
ー

「
是
旃
陀
羅
」問
題
に
つ
い
て
の
お
詫
び
と
決
意
ー
」で
、ご
門
徒
か
ら

の
反
応
が
あ
っ
た
の
か
、特
に
関
係
寺
院
の
ご
住
職
へ
の
問
い
か
け
や
反

応
は
あ
っ
た
の
か
。も
し
、無
か
っ
た
と
す
れ
ば
、反
応
が
無
か
っ
た
と

す
る
よ
う
な
今
ま
で
の
同
朋
会
運
動
は
、い
っ
た
い
ど
う
い
っ
た
も
の

だ
っ
た
の
か
。

　
ご
門
徒
に『
同
朋
新
聞
』を
四
月
号
ま
で
配
布
し
て
い
た
住
職
が
、

五
月
号
の
内
容
を
読
ん
で
配
布
し
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
は
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。教
区
内
や
お
寺
で
波
風
が
立
た
ず
、教
団
内
で
も

各
部
所
は
自
分
の
手
元
か
ら
離
れ
た
ら
そ
れ
で
お
し
ま
い
と
な
り
、

教
団
全
体
と
し
て「
是
旃
陀
羅
」問
題
の
取
り
組
み
が
、大
事
な
課
題

と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。た
と
え
僧
侶
の
間
で
課

題
と
な
っ
て
も
、そ
れ
だ
け
で
は
意
味
を
な
さ
ず
、ご
門
徒
と
一
緒
に

な
っ
て
考
え
、課
題
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、そ
の
方
法
を

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
第
一
回
奉
仕
団
で『
観
経
』を「
不
読
」か「
読
誦
」か
の
二
者
択
一
の

議
論
で
は
な
く
、「
読
め
な
い
」と
の
思
い
で
確
認
・
共
有
さ
れ
て
き
た

が
、関
係
寺
院
も
含
め
住
職
が
差
別
に
苦
し
む
ご
門
徒
の
前
で
、今
ま

で
こ
の
問
題
に
気
づ
か
ず
読
誦
し
て
き
た
経
過
が
あ
る
。そ
の
こ
と

を
い
か
に
表
明
す
る
の
か
。表
明
し
た
こ
と
で
ご
門
徒
と
溝
を
作
る

の
で
は
な
く
、そ
こ
か
ら
共
に
出
発
で
き
る
よ
う
な
土
台
を
ど
の
よ

う
に
構
築
し
、表
白
す
る
か
が
大
事
に
な
る
。ご
門
徒
と
ど
う
手
を
取

り
合
っ
て
こ
の
問
題
を
構
築
し
て
い
く
か
の
座
談
会
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
課
題
提
起
さ
れ
た
。

　
奉
仕
団
部
会
の
浜
口
和
也
チ
ー
フ
か
ら
は
、①「
読
め
な
い
」と
い
う

姿
勢
・
共
通
認
識
か
ら
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
に「
同
関
協
」と
し
て
の

基
本
姿
勢
を
表
明
す
る
の
か
、②
ご
門
徒
と
の
関
わ
り
の
中
で「
是
旃

陀
羅
」問
題(

『
観
経
』)

を
教
学
的
・
真
宗
の
教
え
と
し
て
ど
う
共
有
し

て
い
く
か
、こ
の
二
点
を
座
談
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
、座
談
会
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
三
班
に
分
け
ら
れ
た
座
談
会
で
は
、「
今
回
の
基
本
姿
勢
表
明
は
、

誰
に
対
し
て
さ
れ
る
も
の
な
の
か
」、「
無
自
覚
に『
観
経
』を
読
ん
で

き
た
者
と
し
て
、ご
門
徒
に
対
す
る「
謝
意
」が
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
」、「
法
要
・
儀
式
に
お
け
る
読
誦
の
方
途
、仏
説
と
し
て
の
教
学
的

意
義
の
明
確
化
が
必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」、「「
是
旃
陀
羅
」の

言
葉
に
よ
り
、差
別
が
現
在
進
行
形
で
継
続
し
、読
誦
に
よ
り
心
が
痛

む
方
が
お
ら
れ
る
現
状
は
放
置
で
き
な
い
の
で
、一
旦
、不
拝
読
に
し

て
経
典
か
ら
の
削
除
の
課
題
も
含
め
、教
団
内
で
広
く
議
論
す
べ
き

だ
」、「
不
拝
読
は
、「
観
経
」の
依
用
の
停
止
な
の
か
、

「
是
旃
陀
羅
」の
文
言
を
不
拝
読
に
す
る
の
か
、関
連

し
て「
観
経
和
讃
」等
の
取
り
扱
い
は
ど
う
す
る
の

か
」、「
基
本
姿
勢
の
表
明
に
よ
る
拝
読
停
止
と
い
う

具
体
的
な
行
動
に
よ
り
、そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
を
明

確
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」と
い
っ
た
意
見
が
出

さ
れ
、全
体
会
で
も
議
論
さ
れ
た
。

　
ま
た
、儀
式
・
教
学
・
教
化
の
課
題
と
し
て
、①『
現

代
の
聖
典
』改
訂
と
継
続
学
習
の
促
進
が
必
要
、②

宗
派
発
行
予
定
の「
是
旃
陀
羅
」問
題
に
関
す
る「
教

化
冊
子
」の
早
期
発
行
と
使
用
啓
発
が
必
要
、③
現

在
の
歴
史
認
識
に
基
づ
く『
仏
の
名
の
も
と
に
』の
改

訂
が
必
要
で
は
な
い
か
、等
が
全
体
会
で
挙
げ
ら
れ

て
い
た
。

　
今
回
の
奉
仕
団
で
は
、時
間
的
な
制
限
も
あ
り
、

具
体
的
な
基
本
姿
勢
の
表
明
文
書
作
成
ま
で
は
至

ら
な
か
っ
た
。今
後
、奉
仕
団
で
出
た
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
ベ
ー
ス
に
、法
要
委
員
会
・
記
念
大
会
部
会

等
で
検
討
・
肉
付
け
を
行
い
、二
〇
二
三
年
四
月
十

二
日
に
計
画
さ
れ
て
い
る
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
の「
同

関
協
」の
記
念
大
会
に
合
わ
せ
、「
同
関
協
」の
慶
讃

法
要
テ
ー
マ
で
あ
る「
あ
な
た 

人
間
　
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
か
？
ー
共
に
、朋
に
、友
に
生
き
遇
い
ま
し
ょ

う
ー
」の
思
い
も
含
め
、「
同
関
協
」の
基
本
姿
勢
の

表
明
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
、奉
仕
団
を

終
え
た
。

編
集
委
員
　
伊
藤
慈
成

慶讃法要お待ち受け

「同関協」慶讃事業方針　「是旃陀羅」問題を課題として差別の克服  （人間性の回復）を果たす

宗祖親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃テーマ

あなた　人間　忘れていませんか？
共に、朋に、友に生き遇いましょう

▲座談の様子 ▲お夕事の感話▲

▲記念撮影
▼和敬堂玄関
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美
作
騒
擾

一
五
〇
回
忌

二
〇
二
二
年
五
月
二
十
八
日

■
　
美
作
騒
擾
一
五
〇
回
忌
法
要
　
三
浦
公
会
堂

■
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
近
代
の
民
衆
暴
力
か
ら
み
た
美
作
騒
擾
　
教
本
寺

　

二
〇
二
二
年
五
月
二
十
八
日
午
後
一
時
三

〇
分
よ
り
、岡
山
県
津
山
市
三
浦
公
会
堂
に

お
い
て
、美
作
騒
擾
一
五
〇
回
忌
法
要
が
勤

修
さ
れ
た
。

　

法
要
は
、被
害
者
の
手
次
寺
で
あ
る
教
福

寺
住
職
佐
々
木
尚
文
さ
ん
及
び
本
教
寺
候
補

衆
徒
楪
葉
大
導
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、「
同
関

協
」か
ら
代
表
五
名
が
出
仕
し
て
勤
め
ら
れ

た
。ま
た
、三
浦
町
内
の
方
約
二
十
名
及
び
加

茂
人
権
問
題
研
究
会
、「
追
悼
の
道
行
き
」一

行
の
方
々
約
二
十
五
名
が
参
列
し
た
。「
追
悼

の
道
行
き
」と
は
、犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に

思
い
を
馳
せ
、美
作
騒
擾
の
調
査
・
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
で
あ
る
。

　
「
同
関
協
」で
は
、二
〇
一
九
年
の
現
地
研

修
会
に
お
い
て
、現
地
を
訪
れ
、美
作
騒
擾
に

つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
ご
縁
と
し
て
、こ
の
度

の
法
要
を
共
に
勤
め
た
。

　
「
美
作
騒
擾
」と
は
、一
八
七
三（
明
治
六
）

年
五
月
二
十
八
日
、二
十
九
日
に
美
作（
現
・

津
山
市
）で
起
き
た
事
件
で
あ
り
、今
年
百
五

十
回
忌
に
あ
た
る
。

　

事
の
発
端
は
、一
八
七
一（
明
治
四
）年「
賤

民（
部
落
）制
度
を
廃
止
す
る
太
政
官
布
告
」

（「
賤
民
廃
止
令
」）に
よ
り
、江
戸
時
代
の
身

分
制
度
で
あ
る「
穢
多
」と
呼
ば
れ
る
賤
民
身

分
が
撤
廃
さ
れ
、「
平
民
」と
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。

　

し
か
し
、そ
れ
ま
で
の
身
分
制
度
に
お
い
て

は
、「
穢
多
」身
分
の
者
は
、農
民
が
道
を
通
る

と
き
は
、道
を
あ
け
て
、そ
の
場
で
土
下
座
を

さ
せ
ら
れ
て
い
た
。ま
た
、農
民
の
家
を
訪
ね

て
行
っ
て
も
、家
に
上
が
る
こ
と
は
許
さ
れ

ず
、土
間
に
通
さ
れ
る
と
い
っ
た
扱
い
を
受
け

て
い
た
。食
事
や
洗
面
も
同
じ
所
で
は
で
き

ず
、ひ
と
目
で
身
分
が
わ
か
る
よ
う
に
着
る

服
や
髪
型
も
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
う
い
っ
た
身
分
が
撤
廃
さ
れ
、「
平
民
」と

同
等
の
身
分
と
な
っ
た
が
、差
別
し
て
い
た
側

の
平
民（
農
民
）は
、平
等
に
な
っ
た
だ
け
な
の

に
、自
分
た
ち
の
権
利
を
侵
さ
れ
た
と
思
い

込
み
、自
分
た
ち
が
侮
辱
さ
れ
た
と
受
け
取
っ

た
た
め
、今
ま
で
の
扱
い
を
拒
否
す
る
被
差

別
部
落
を
襲
っ
た
事
件
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
と
て
も
凄
惨
な
事
件
で
、一
揆（
騒

擾
）に
参
加
し
な
い
家
の
者
は
家
に
火
を
付
け

る
と
言
っ
て
脅
さ
れ
、二
万
人
以
上
の
農
民
が

参
加
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
襲
わ
れ
た
被
差
別
部
落
で
は
、一

歳
の
赤
子
か
ら
七
十
九
歳
の
老
人
ま
で
、実
に

十
八
名
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
。こ
の
事
件

に
お
い
て
は
、加
害
者
側
の
方
も
、後
に
裁
判

に
か
け
ら
れ
、多
く
の
方
が
斬
罪
と
な
り
亡

く
な
っ
て
い
る
。

　

法
要
の
最
後
に
教
福
寺
住
職
佐
々
木
尚
文

さ
ん
の
法
話
を
聞
い
て
、様
々
な
思
い
が
あ
る

中
で
、差
別
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
、人
間

性
を
奪
わ
れ
る
出
来
事
で
あ
る
こ
と
に
は
変

の
か
が
課
題
で
あ
る
」と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

翌
日
五
月
二
十
九
日
に
は
、グ
リ
ー
ン
ヒ
ル

ズ
津
山
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に「
美

作
騒
擾
一
五
〇
年
追
悼
の
集
い
」が
開
催
さ

れ
た
。こ
の
集
い
の
主
催
は
、「
美
作
騒
擾
一
五

〇
年
追
悼
の
集
い
実
行
委
員
会
」に
よ
る
も
の

で
、そ
の
構
成
団
体
は
、（
追
悼
の
道
行
き
一

行
・
真
宗
大
谷
派
同
和
関
係
寺
院
協
議
会
・
教

本
寺
・
教
福
寺
・
岡
山
県
人
権
教
育
研
究
協
議

会
・
津
山
市
・
津
山
市
教
育
委
員
会
）が
名
を

連
ね
る
。

　
「
追
悼
の
集
い
」で
は
、上
杉
聰
さ
ん
に
よ
る

「
美
作
騒
擾
か
ら
一
五
〇
年 

い
ま
を
ど
う
生

き
る
か
」と
題
し
た
基
調
講
演
に
は
じ
ま
り
、

黙
祷
、引
き
続
き
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、進
行
役
を

外
川
正
明
さ
ん（
京
都
教
育
大
学
、名
誉
教

授
）が
務
め
ら
れ
、地
元
市
民
を
代
表
し
て
原

田
泰
造
さ
ん（
加
茂
人
権
問
題
研
究
会
代

表
）、宗
教
者
と
し
て
阪
本
仁
さ
ん（
真
宗
大

谷
派
解
放
運
動
推
進
本
部
本
部

委
員
）、教
育
者
の
立
場
で
難
波

確
夫
さ
ん（
岡
山
県
人
権
教
育

研
究
協
議
会
前
会
長
）ら
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

　

集
い
の
最
後
に「「
人
を
人
と

思
わ
な
い
で
傷
つ
け
る
過
ち
を

わ
り
な
く
、被
害
者
も
加
害
者
も
共
に
救
わ

れ
て
い
く
道
を
願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。

　

現
在
で
も
こ
の
地
域
で
は
、被
害
者
、加
害

者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
子
孫
が
生
活
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
複
雑
な
思
い
と
、で
き
れ
ば
事

件
に
は
触
れ
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が

入
り
混
じ
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、決
し
て
風
化

さ
せ
て
良
い
問
題
で
は
な
く
、人
間
の
持
つ
残

忍
性
や
差
別
意
識
に
よ
り
い
つ
で
も
起
こ
り

う
る
事
件
で
あ
る
こ
と
を
後
世
に
伝
え
る
こ

と
が
、被
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ
の
何
よ
り
の
弔

い
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、同
日
は
、午
前
九
時
に
Ｊ
Ｒ
津
山
駅

に
集
合
し
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス
二
台
に
分
乗
し
て
、

「
追
悼
の
道
行
き
」一
行
と
共
に
、「
同
関
協
」

会
員
有
志
が
騒
擾
の
現
場
と
な
っ
た
現
地
を

訪
れ
、献
花
を
捧
げ
た
。

　

法
要
後
、会
場
を
津
山
市
の
教
本
寺
へ
移

し
て
、「
追
悼
の
道
行
き
」一
行
主
催
に
よ
る

「
近
代
の
民
衆
暴
力
か
ら
み
た
美
作
騒
擾
」と

題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、第
一

部
、早
稲
田
大
学
教
授
藤
野
弘
子
さ
ん
に
よ

る「
民
衆
の
姿
か
ら
見
通
す
近
代
の
暴
力
性
」

に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。第
二
部
と
し

て
、元
大
阪
市
立
大
学
教
授
上
杉
聰
さ
ん
に

よ
る「
美
作
騒
擾
と
朝
鮮
人
虐
殺
の
深
層
を

つ
な
ぐ
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
上
杉
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
十
年
間

に
わ
た
り
、「
追
悼
の
道
行
き
」と
し
て
美
作

騒
擾
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
の
取
り
組
み
、

掘
り
起
こ
し
、歴
史
検
証
を
行
っ
て
き
た
が
、

ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
、こ
れ
で
十
分
と
い
う

こ
と
は
な
い
。今
後
は
、こ
の
大
切
な
課
題
を

ど
の
よ
う
に
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く

美作騒擾150年　追悼の集い
パネルディスカッション

　
　
　
　
　
五
月
二
十
九
日

■
　
追
悼
の
集
い
　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

岡
山
県
津
山
市

み
ま
さ
か
そ
う
じ
ょ
う

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
」「
目
の
前
の
差
別
を

制
止
す
る
こ
と
の
で
き
る
自
分
で
あ
る
こ

と
」を
め
ざ
し
、こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
こ
と

を
誓
い
ま
す
。」と
い
う
宣
誓
と
、「
こ
の
事
実

を
歴
史
と
し
て
残
し
、子
ど
も
た
ち
次
世
代

に
、こ
れ
か
ら
も
伝
え
続
け
て
い
く
こ
と
を
す

べ
て
の
人
々
に
訴
え
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
い

う
願
い
を
参
加
者
一
同
の
総
意
と
し
て
確
認

さ
れ
、閉
会
と
な
っ
た
。

編
集
委
員　

治
田　

裕
臣 追悼の道行き

シンポジウム

近代の民衆暴力からみた美作騒擾

▲上杉聰さん　▼藤野弘子さん
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小
森
龍
邦
さ
ん
を
偲
ぶ
会 

宗
務
総
長
追
悼
ス
ピ
ー
チ
二
〇
二
二
年
五
月
二
十
九
日（
日
）　
府
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

報告
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小
森
先
生
、お
久
し
ぶ
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。真

宗
大
谷
派
・
東
本
願
寺
の
木
越
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
実
は
私
が
先
生
を
一
番
最
初
に
拝
見
で
き
た

の
は
、今
か
ら
ち
ょ
う
ど
三
十
三
年
前
で
す
か
、

全
推
協
叢
書『
同
朋
社
会
の
顕
現
』差
別
事
件

を
き
っ
か
け
と
す
る
第
一
回
真
宗
大
谷
派
糾
弾

会
に
お
い
て
、こ
れ
は
東
本
願
寺
で
行
わ
れ
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、そ
の
当
時
私
は
三

十
二
歳
。大
谷
大
学
を
卒
業
し
、故
郷
に
帰
り
、

金
沢
真
宗
学
院
と
い
う
と
こ
ろ
で
教
鞭
を
と
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　
父
親
か
ら
あ
る
日
、「
宗
門
の
姿
勢
が
問
わ
れ

る
非
常
に
大
切
な
会
が
あ
る
」、そ
う
い
う
こ
と

を
聞
か
さ
れ
ま
し
て
、実
は
父
親
に
頼
み
込
ん

で
そ
の
糾
弾
会
に
行
き
ま
し
た
。本
山
の
大
き

な
会
場
で
糾
弾
会
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
す
け
れ

ど
も
、私
は
別
室
で
そ
の
様
子
を
拝
聴
し
て
お

り
ま
し
た
。そ
こ
で
、小
森
先
生
は
先
頭
に
立
っ

て
糾
弾
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　「
訓
覇
さ
ん
、訓
覇
さ
ん
」、途
中
で「
訓
覇
先

生
、な
ん
で
わ
か
ら
ん
の
よ
！
」

　
後
で
聞
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、先
生
と
訓

覇
先
生
と
は
非
常
に
深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
、と

い
う
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　「
な
ん
で
わ
か
ら
な
い
ん
だ
、あ
な
た
が
口
癖

の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
る
、自
己
の
確
立
、自
己
の
信

念
を
確
立
し
て
い
く
。自
己
と
は
何
ぞ
や
、そ
れ

は
確
か
に
魅
力
的
な
言
葉
だ
け
れ
ど
、な
ん
で

差
別
問
題
を
や
っ
て
い
る
暇
が
な
い
と
い
う
ふ

う
な
こ
と
が
言
え
る
の
か
。如
来
・
仏
陀
が
、衆

生
の
苦
悩
を
課
題
と
し
、そ
の
救
済
を
望
ま
れ

た
、そ
の
仏
が
課
題
と
す
る
こ
と
を
な
ぜ
自
ら

の
課
題
に
し
な
い
の
か
」。こ
う
い
う
非
常
に
鋭

い
問
い
を
投
げ
か
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。と
同

時
に
、び
っ
く
り
し
た
の
は
、そ
の
あ
と
、先
生
は

言
葉
を
繋
い
で「
仏
陀
の
課
題
を
、信
心
の
課
題

に
す
る
。そ
れ
が
信
仰
の
あ
り
方
で
は
な
い
の

か
」。あ
の
質
問
を
さ
れ
な
が
ら
、ほ
ん
と
に
応

え
に
窮
し
て
お
ら
れ
る
本
山
の
人
々
に
対
し
て
、

正
解
を
示
し
て
お
ら
れ
た
。そ
う
い
う
先
生
の

姿
に
、非
常
に
大
き
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。三

十
二
歳
と
い
う
若
さ
で
し
た
け
れ
ど
も
、先
生

の
ま
っ
す
ぐ
さ
、厳
し
さ
、そ
し
て
誰
よ
り
も
温

か
み
を
持
っ
た
そ
の
人
格
に
、大
い
に
感
動
を
覚

え
た
こ
と
は
、今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
お
り
ま

す
。

　
ち
ょ
う
ど
今
か
ら
八
年
前
に
、私
は
東
本
願

寺
の
責
任
役
員
・
参
務
・
解
放
運
動
推
進
本
部

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
て
、広
島
県
連
に
赴
き
、

「
是
栴
陀
羅
」の
課
題
に
つ
い
て
、小
森
先
生
、そ

し
て
当
時
、岡
田
副
委
員
長
、そ
し
て
広
島
県

連
の
方
か
ら
教
え
を
請
い
に
行
き
ま
し
た
。

二
〇
二
一
年
二
月
二
十
六
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
小
森
龍
邦
さ
ん
を
偲
ぶ
会
が
、新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
二
度
の
延
期
を
経
て
開
催
さ
れ
、「
同
関
協
」の
有
志
が
参
会
し
ま
し
た
。

偲
ぶ
会
で
は
、真
宗
大
谷
派
木
越
渉
宗
務
総
長
が
追
悼
の
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
ま
し
た
の
で
こ
こ
に
掲
載
し
ま
す
。（
編
集
委
員
　
浜
口
和
也
）

　
そ
の
時
に
先
生
は
、私
が「
初
め
ま
し
て
、木

越
で
す
」と
自
己
紹
介
を
し
ま
す
と
、先
生
は

「
木
越
さ
ん
、あ
の
木
越
さ
ん
の
？
」っ
て
、こ
う

お
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、と
っ
さ
に「
は
い
。

多
分
そ
う
で
す
。前
の
総
長
を
し
て
い
た
木
越

樹
の
息
子
で
す
。父
親
に
は
、今
日
、先
生
と
お

会
い
す
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。そ
し

て
父
親
は「
小
森
先
生
に
会
い
に
行
く
ん
な
ら
、

し
っ
か
り
と
叱
ら
れ
て
き
な
さ
い
」。こ
う
い
う

ふ
う
に
言
わ
れ
て
、こ
こ
に
参
上
い
た
し
ま
し

た
」。

　
こ
う
い
う
ふ
う
に
申
し
上
げ
る
と
、先
生
は

ほ
ん
と
に
懐
か
し
そ
う
に
、目
を
細
め
て
笑
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
う
い
う
先
生
か
ら
、や
は

り
我
々
が
課
題
と
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

を
縷
々
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、そ
し
て
先
生
に
は

何
度
も
何
度
も
本
山
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、

と
も
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。「
社
会
の
闇
、

こ
れ
こ
そ
が
信
仰
の
課
題
で
あ
る
」と
い
う
こ

と
。こ
れ
を
教
団
あ
げ
て
自
覚
的
に
取
り
組
ん

で
い
け
る
よ
う
な
そ
う
い
う
施
策
を
待
ち
望
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
す
ぐ
に
、「
部
落
問
題
等
に
関
す
る
教
学
委
員

会
」を
立
ち
上
げ
、そ
こ
で
報
告
書
を
作
成
し
、

先
生
と
岡
田
委
員
長
に
報
告
に
行
き
ま
し
た
と

こ
ろ
、先
生
は
非
常
に
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し

　美作騒擾を初めて知った時、私はこの史実にどう向き
合っていいのかわかりませんでした。ある時「美作騒擾に
ついて学ぶ機会がありますのでどうしますか」というお誘
いの声をかけていただき、戸惑いや不安もありました
が、騒擾に関わる現地でのフィールドワーク、研修会等に
何度か参加させていただきました。そして、騒擾に想い
を馳せる方々と共に現地を歩き、読経させていただきま
した。
　改めて騒擾に起因して命を奪われた方々の手次寺の
一カ寺としてこの史実にどのように向き合い、受け止め、
１５０回忌法要を勤めることができるのだろうか、そん
な想いを抱えていました。
　町内の方々には、美作騒擾１５０回忌法要のご案内
として両寺院主催のもとで、「美作騒擾は当時、江戸から
明治への時代の変わり目の中、政府が打ち出したさまざ
まな施策、それに不満や不安をもつ民衆により一揆が起
こされ、この地では１８人の命が奪われた騒擾です」「両
寺院としては、命を奪われた人に想いを馳せ、縁ある人
と共に供養し、人の尊厳を奪うような悲しみを繰り返さ
ないことを共有していく為、町内公会堂を会場とし、美作
騒擾１５０回忌法要を執り行わせていただきます」等の

　美作騒擾のことは、門徒さんとお参りで顔を合わせる
中で、うちの村が焼かれたことがある、というような話を
聞いていました。
　はじめて聞いた時には、自分の育った地域が、襲った
側ではなく、尊厳を持って抵抗し戦った側で良かったと
思いました。そこで思考停止している私がいました。
　当然、殺害された方に想いを馳せればそんなことは言
えませんが、事件を自分の都合の良い風に受け止めるこ
とで、悲しみを悲しみとして受け止められていない私が
いました。
　そのことを教えてくれたのは上杉聰先生です。
　美作騒擾の記録の調査に来られた時、騒擾の記録を
確認後、目に涙をためて、「もう少ししたら１５０回忌に
なりますね。住職はどう勤められるのですか？」と尋ねら
れました。
　その問いに、「施主がどなたになるかわからないので、
わかりません」と、自分の事として応えられなかったこと
を、住職を勤める者としてずっと後悔しています。
　その数年後、上杉先生が追悼の道行きを始められて
いることをお聞きし、参加させていただくようになりまし
た。
　そこに集う人たちは、美作騒擾に思いを馳せ、悲しみ、
二度と同じ過ちを繰り返さない為に歩む人たちでした。

　今年、その人たちと共に１５０回忌法要を勤めること
ができました。
　表白では、
　１５０年前に起きたこの事件を、風化させること
なく伝えてくださった諸先輩方の想いによりこの法
要を勤めることができます。
　感謝と共に、受け取った責任、伝えていく責任を
強く感ずるところであります。
　法要を勤めるにあたり、先達が残してくださった、
　「亡くなった者の心に十分報いることが出来たと
思わない」
　「死んでいった者への悲しみをどこにおいてよい
かわからない」
という思いに、どう応えていけるのか、改めて、悲し
みを悲しみとして受け止めつつ、「人を人と思わな
いで傷つける過ちを二度と繰り返さないこと」を誓
い、法要勤修の意義として確かめるものであります。 

と読ませていただきました。
　騒擾に想いを馳せ、向き合い続けていくことで、人を
人と思わないで傷つける過ちを二度と繰り返さないこ
と、人と人が水平に出会える社会の顕現を目指していき
たいと思います。

内容の回覧板を回して、ご確認していただきました。
　そして当日、公会堂にて町内の方々と、騒擾に想いを
馳せ歩んで来られた方々と共に、命を奪われた１８人の
法名軸を前に１５０回忌法要を勤めることができまし
た。法要に集い、さまざまな想いを抱えながら、それでも
共に一つの場所に集い会することができました。また、
法要に参列された方だけでなく、今までも、そして今も騒
擾のことを伝え続け、受け止め続けた方々がおられたこ
とを忘れてはならないと思いました。そのように歩んでこ
られた方々と出会い、そして町内の方々と向き合う中で、
共に法要を執り行うことができ、これからも私の事として
騒擾に想いを馳せて、縁ある人と共に供養し、人の尊厳
を奪うような悲しみを二度と繰り返さないことをめざし
て歩みたいと思います。
　後日、両寺院で公会堂を使用させていただき法要を執
り行わさせていただいたことなどに対して、改めて町内
会長にご挨拶にお伺いいたしました。そして法要につい
てのご感想などをお聞きする中、ふと町内会長が仰られ
た「法要の写真を公会堂に飾ってはどうですか」の一言
が、今も心に残っています。

美作騒擾１５０回忌をお勤めして

教本寺　楪葉大導

教福寺　佐々木尚文

た
。そ
し
て
何
よ
り
も
、東
本
願
寺
が
独
自
に
も

の
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、小
森
先
生
、そ
し
て

岡
田
委
員
長
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
対
話
を

通
し
て
こ
の
課
題
が
宗
門
の
課
題
と
し
て
永
遠

に
保
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
非
常
に
大
き
く
賛
同

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
今
、先
生
は
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

岡
田
委
員
長
に
実
際
に
東
本
願
寺
に
来
て
い
た

だ
き
、様
々
に
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。先
生
が
ご
存
命
中
に
こ
の
課
題
に
一
応
の

終
止
符
を
打
て
な
か
っ
た
こ
と
は
、忸
怩
た
る

思
い
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、決
し
て
歩
み
を

止
め
る
こ
と
な
く
、こ
の
課
題
を
持
ち
続
け
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
で
お
誓
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
の
場
に
立
ち
ま
し
て
、私
は
先
生
か
ら
お

尻
を
叩
か
れ
て
お
る
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ
ま

す
。「
木
越
君
、一
緒
に
立
た
ん
か
ね
、親
鸞
の
横

に
す
く
っ
と
立
た
ん
か
ね
」、こ
う
い
う
ふ
う
に

励
ま
さ
れ
て
お
る
よ
う
な
気
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

誠
に
拙
い
話
で
恐
縮
で
す
け
れ
ど
も
、今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
導
き
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。


